
別紙様式１（高） 

令和７年度 学校経営計画表 
 

１ 学校の現況 

学校番号 ８６ 学校名 県立古河第三高等学校 課程 全日制 学校長名  早川 尚人 

教頭名  廣瀬 涼子   事務（室）長名  橋本 雄一 

教職員数 教諭 ３９ 
養護 

教諭 
２ 

常勤 

講師 
２ 

非常勤 

講師 
５ 

実習教諭、実習講師、

実習助手 
１ 

事務職

員 
３ 

技術職

員等 
３ 計 ５８ 

生徒数 
小学科 

１年 ２年 ３年 ４年 合計 合  計 

クラス数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

普通科 １２０ １１４ １２７ １０９ １２４ １０１   ３７１ ３２４ １８ 

 

２ 目指す学校像 

「自立・敬愛・創造」の校訓のもと、自力で自らの立ち位置を定め、自他共に尊重し、新たなものを創り出そうとする気概と柔軟さを持

って広く社会に貢献できる人材を育成する。 

○ 自ら学び、考え、判断し、行動できる生徒を育む学校 

○ 自他共に尊重し、思いやりの心にあふれた生徒を育む学校 

○ 柔軟な思考で、気概を持って未来を切り拓く力をそなえた生徒を育む学校 

 

３ 三つの方針（スクール・ポリシー） 

育成を目指す資質・能力に関する方針 

（グラデュエーション・ポリシー） 

「自立・敬愛・創造」の校訓のもと、自力で自らの立ち位置を定め、自他共に尊重し、新たな

ものを創り出そうとする気概と柔軟さを持って広く社会に貢献できる人材を育成する。 

○自ら学び、考え、判断し、行動できる生徒 

○自他共に尊重し、思いやりの心にあふれた生徒 

○柔軟な思考で、気概を持って未来を切り拓く力をそなえた生徒 
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教育課程の編成及び実施に関する方

針 

（カリキュラム・ポリシー） 

○授業こそが最も実力を上げる場であることを浸透させ、三年間の生徒育成計画のもと密度の

濃い授業の実践・研究を図る。 

○勉強・部活動・学校行事、それらすべてに関わる総探ＳＳを通して、多様な人々との対話の

なかでコミュニケーションをとりながら社会貢献を目指すグローバル市民の育成を図る。 

○確かな学力をもとに将来への目標を生徒自ら設定し、進路希望実現のために邁進できるアク

ティブラーナーを育成する。 

入学者の受入れに関する方針 

（アドミッション・ポリシー） 

○意欲にあふれ、自ら学び行動する生徒。 

○多様性を尊重し、対話を通じてコミュニケーションをとりながら社会への貢献を目指す生

徒。 

○将来、地域の政治・経済・文化等を牽引することができる生徒。 

 

４ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項目 現状分析 課題 

学習指導 

 

多くの生徒は授業に集中して取り組んでいるが、向学心や

探究心がやや不足している。 

生徒の学びの姿勢が受動的である。「主体的･対

話的で深い学び」を実現するための改善を図る。 

進学指導 

  

 

国公立大学に 21 名・私立大学に 152 名進学した。進路目

標が曖昧で主体的に情報収集や学習活動もできていない生

徒が増えている。 

進路目標を明確化できるよう、探究活動やキャ

リア教育等を通じ、「自己発見・発展」の支援を

強化する。 

生徒指導 

 

 

SNS の不適切な使用によるトラブルが数件報告された。 

悪いとは分かっていながらも安易に投稿してしまうケース

がほとんどで引き続き注意が必要である。 

新入生向けの安全教室や様々な場面での注意喚

起が必要。また、家庭でルール・マナーについ

て話し合い、ルールづくりをしてもらう。 

特別活動 

 

生徒による行事の自主運営が活発化しているが、準備のた

めの時間が不足している。 

生徒の自主的な活動時間確保のために、準備の

効率化と適切な助言や支援が必要である。 

働き方改革 

 

一定の効果は見られるが、１ヶ月の超過勤務が 45 時間を超

える教員が、まだ 10％程度存在している。 

業務のスリム化、効率化や業務の均等化等を推

進し、さらに超過勤務時間の減少を図る。 
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５ 中期的目標 

１ 授業こそが最も実力を上げる場であることを浸透させ、三年間の生徒育成計画のもと密度の濃い授業の実践・研究を図る。 

２ 勉強・部活動・学校行事、それらすべてに関わる総探ＳＳを通して、多様な人々との対話のなかでコミュニケーションをとりながら

社会貢献を目指すグローバル市民の育成を図る。 

３ 確かな学力をもとに将来への目標を生徒自ら設定し、進路希望実現のために邁進できるアクティブラーナーを育成する。 

４ 伝統を受け継ぎ、生徒・保護者・地域の人々及び教職員全員で、地域の期待に応える開かれた活力ある理想的な公立高校を目指す。 

５ 働き方改革の推進に向けて、業務のスリム化や効率化、均等化を工夫し超過勤務時間の減少を図る。 

 

６ 本年度の重点目標 

重点項目 重点目標 

１ 生徒が希望する上級学校進学を実現する ①１年「自己発見」２年「自己発展」３年「自己実現」を目指し、進路行事や面談、

普段の対話から生徒の知っている世界を広げる。 

②進路講演会、「進路だより」の発行、学校ホームページ等を活用して生徒・保護者に適切な

情報を提供し、動機付けをする。 

③上級学校の公開講座の受講、オープンキャンパスへの参加を促し、職業・大学・学

部・学科について理解を深める。 

２ 家庭学習の習慣化 ④外部模試結果等の分析を定期的に実施するとともに効率的な運用により、学習意

欲を向上させ、学習時間を増進させる。 

⑤シラバスや進路学習調査結果等を生徒に提供し、進路実現に必要な学習時間を定量

的に分析し、生徒自身に中・長期的学習計画を立てることの重要性を認識させ

る。 

３ 豊かな人間性を身につけるための取り組み ⑥授業や課外活動を通して生徒の自己有用感を高揚させ、生徒の自律・自立の心を育て

る。 

⑦豊かな人間性を育むために、教養講座や、図書館の蔵書を有効に活用する。 

⑧集団活動や体験活動を通して生徒の社会性を育み、併せて実践力の向上に努める。 

⑨部活動・生徒会活動・ＪＲＣ活動・学校行事など教科外活動を充実させ、キャリア・
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パスポートを活用して責任を持って行動する態度を育てる。 

４ 広報活動の充実 ⑩学校公開・中学校訪問・塾対象説明会・ホームページの活用を通して、小・中学生

やその保護者や教員に対して、積極的に本校の良さをアピールする。 

５ 個に対応した指導 ⑪生徒との信頼関係を築くため、担任との三者面談週間を少なくとも年２回実施す

る。また、二者面談も積極的に実施する。 

⑫学習指導要領に対応した授業進度･レベルを再考し、理解力向上を図る。 

６ 学校安全の徹底 ⑬学期毎に実施する定期点検の内容と精度を高め、全職員･全生徒の防災意識を高め、

危機察知能力の向上を図り、安全安心な学校環境を実現する。 

７ 働き方改革の推進 ⑭みんなで協力する体制づくりをすると共に、時差出勤制度を積極的に活用し超過勤

務時間の減少を図る。 

８ 授業改善 ⑮生徒の学力向上のため授業第一主義を掲げ、授業力向上を意識し、教員相互の授

業見学を定期的に実施するなど、授業の質向上を図り、生徒の授業満足度 80％

以上を目指す。 

 


